
 

 

 

「経営の改善に関する指導及び助言を受けた旨を明らかにする書類」のイメージ 

 

１．事業者の名称等 

事業者の氏名又は名称  

 

                   印 

 

（事業者が法人の場合の代表者名）  

納税地  

業種  

 

２．経営上の課題と課題解決に必要な設備投資等の取組の内容とその効果 

（１）直近の事業年度における自社の収益状況について 

□黒字 □赤字 □収支均衡 

 

（２）現状の経営上の課題 

□①顧客のニーズの変化への対応   （                 ） 

□②顧客数の低下          （                 ） 

□③販売額等の低下          （                 ） 

□④設備の老朽化          （                 ） 

□⑤事業効率の低下         （                 ） 

□⑥その他 （                             ） 

 

（３）課題解決のための取組・効果 

取組の内容 

（①～⑥より実施する取組全てに☑） 

具体的な取組 取組の効果 

（ア～エより当てはま

るもの全てに○） 

□ ①新商品・新サービスを提供する  ア  イ  ウ  エ  

□ ②広告等販売促進活動を強化する  ア  イ  ウ  エ 

□ ③レイアウトの変更等により店舗の 

雰囲気を改善する 

 ア  イ  ウ  エ 

□ ④提供する商品・サービスの質を 

高める 

 ア  イ  ウ  エ 

□ ⑤事業効率を改善する  ア  イ  ウ  エ 

□ ⑥その他 

（                ） 

 ア  イ  ウ  エ 

 

＜取組の効果＞ 

ア=客数の増加 イ=客単価・販売数量の増加 ウ=売上原価の減少 エ=販売費・一般管理費の減少 

 

 

 

 

 



 

 

 

（４）（３）の課題解決のための取組に必要な経営改善に資する設備の内容 

「取組の内容」 

の番号 
商品名 設備の種類 構造又は用途 数量 金額 

（    ） 

（    ） 

（    ） 

     

 

（５）経営改善の実施時期・効果が見込まれる期間 

経営改善の実施時期 経営改善の効果が見込まれる期間（年） 

○年○月 ○年 

 

（６）設備投資等の経営改善による売上高又は営業利益の見通し 

経営指標 見通し 

売上高 又は 営業利益 

※選択する指標に○ 

（   ）％増見込み 

※設備供用予定年度以後５年間（31 年度導入の場合は 31

年度から 35 年度まで）のうちいずれかの年度を比較対象

年度とし、比較対象年度での売上高又は営業利益の見込み

と、設備導入予定の前年度から比較対象年度の前年度まで

のいずれかの年度における売上高又は営業利益の見込み

（事業年度が終了している場合は実績値）を比較すること。 

※複数年に渡る計画の場合は年平均の値を記載すること。 

      

（７）アドバイス機関のアドバイスの内容及び所見等 

 

 

 

 

 

 

３．アドバイスを行った年月日 

 

 

４．アドバイス機関の名称等 

アドバイス機関の名称  

                 印 

 

（機関が法人の場合の代表者名）  

住所又は所在地  

本書類を発行した年月日  

（認定経営革新等支援機関の場合） 

認定経営革新等支援機関ＩＤ 

 

 

 


